
令和 8 年度 厚生労働省 子育て世代の医療職支援事業 
大学生サポーター情報交換会 実施報告書 
 
事業名：大学生サポーター情報交換会 
日時：令和 8年 9 月 16 日（水）12:00～13:00 
場所：HIMAWARI ラウンジ（医学部本館 1 階） 
主催：岐阜大学医学部附属地域医療医学センター 
事業区分：令和 8年度 厚生労働省 子育て世代の医療職支援事業 
対象：大学生サポーター、大学生サポーターによる子ども見守り支援を利用した教職員・医
療職  
参加者 大学生 8 名（5年生 3 名、3年生 4 名、2年生 1 名） 

保護者 6 名（医師 1名、看護師 3 名、病院事務 1名、医学部事務 1 名） 
運営スタッフ 5 名 

 
岐阜大学医学部では、医療職が安心して働き続けられる環境づくりの一環として、「キッズ
サマースクール」や「夏休みお留守番部屋」を実施しています。これらは「みんなの就労支
援の会」による子育て支援事業であり、学童保
育を補完する役割も担っています。小学校の夏
季休業期間中には医学生が大学生サポーターと
して参加し、子どもたちの見守りや遊び、学習
支援を行っています。 
 
このたび、大学生サポーターと利用した保護者を対象に交流会を開催しました。活動を通じ
て得た経験や学びを共有するとともに、保護者と大学生が意見交換を行い、本取り組みの意
義や課題について振り返りました。 
保護者からは大学生サポーターへの感謝の声が多く聞かれ、大学生からは子どもと関わる
ことの楽しさや学びが語られました。また、同じ医学部で学ぶ医学生がサポーターとして関
わることが、保護者の安心感につながっていることもうかがえました。さらに、交流を通じ
て子育て世代の医療職が抱える課題や必要な支援について理解を深めることができました。 
 
本取り組みは、医療職の仕事と家庭の両立を支えるとともに、医学生が将来の働き方や子育
てについて考える貴重な機会となっています。今後も大学生サポーターの活動を充実させ、
医療職が安心して働ける環境づくりにつなげていきます。 
 


